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副  議  長
白　石　良　盛

議　　長
本　部　仁　俊

　６
月
議
会
が
開
会
し

て
し
ば
ら
く
し
た
６
月

10
日
は
、「
時
の
記
念

日
」
で
し
た
。
議
場
が
あ

る
市
役
所
の
７
階
の
展

望
ロ
ビ
ー
か
ら
は
城
山

の
鐘
つ
き
堂
が
見
え
、

定
時
を
知
ら
せ
る
鐘
の

音
は
議
員
控
室
に
も
聞

こ
え
て
き
ま
す
。

　か
つ
て
、
若
山
牧
水

も
歌
っ
た
鐘
の
音
。
デ

ジ
タ
ル
時
代
の
こ
の
令

和
の
世
に
お
い
て
、
聴

く
こ
と
が
で
き
る
延
岡

の
歴
史
・
文
化
に
誇
り

を
感
じ
ま
す
。

　こ
の
城
山
と
開
館
準

備
中
の
延
岡
城
・
内
藤

記
念
博
物
館
、
そ
し
て
、

現
在
建
設
工
事
中
の
野

口
遵
記
念
館
。
近
い
将

来
、
延

岡

の

カ

ル

チ
ャ
ー
ゾ
ー
ン
が
一
新

さ
れ
ま
す
。
古
き
伝
統

と
新
し
い
施
設
の
融
合

に
よ
り
、
新
た
な
時
が

進
ん
で
い
く
こ
と
を
今

か
ら
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

編
集　後

記

５月臨時議会において、新しい議長・副議長が就任しました

　５月の臨時議会におきまして、第58代議長に就任いたしました。コロナ禍
の影響は、まだまだ続き、就任早々、飲食業をはじめとする多くの市民の皆
様からの要望を受け、職責の重さを改めて感じ、身の引き締まる思いです。
　議長として、私のモットーである「笑顔あふれる延岡づくり」のために、議
会の活動や延岡の良さなど、大いに発信していきたいと思います。
　また、市民の皆様に一番近い存在（議会）として、意見や要望に真摯に耳を
傾けて信頼される議会の構築に努めてまいります。そして、公平公正な民主
的な議会運営に加え、発信力を強め、約２年後の市議会議員選挙に多くの市
民の方々が投票に足を運んでいただけることを目指します。今後とも、延岡
市の輝く未来のために取り組んで参りたいと思いますので、皆様のご指導、
ご鞭撻をお願い申し上げます。

　第97回全国市議会議長会において、多年にわたる
地方自治の進展に寄与した功績により、次の議員が
表彰を受けられました。
【15年表彰】 中城 あかね 議員
【10年表彰】 長友 幸子 議員、甲斐 正幸 議員
白石 良盛 議員、下田 英樹 議員、上杉 泰洋 議員
　６月定例会開会日に議場で、表彰状の伝達並び
に市長より感謝状の贈呈が行われた後、議長、市長
から、それぞれ祝辞が述べられ、受賞者を代表し、中
城議員より、謝辞が述べられました。

議長就任あいさつ

　この度、５月の臨時議会におきまして、副議長に就任いたしました。
　職責の重さに身の引き締まる思いであります。
　昨年から、未だ収束の見通しがつかないコロナ禍において、市民の皆様の
安心・安全な暮らしを取り戻すことが急務であり、必要なコロナ対策が早急
に実行できるように、行政と議会が同じ方向で進んでいくことが大事であ
ると考えます。この１年が正念場であり、重要な年です。
　副議長として、しっかり議長を補佐し、延岡市発展のため取り組んでまい
ります。今後とも、市民の皆様には、議会を注視いただき、様々なご意見を賜
りたいと思います。どうぞ、よろしくお願い申し上げます。

副議長就任あいさつ

全国市議会議長会表彰

５月臨時議会において、議会構成が変わりました。
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６月定例議会で決まったこと（6/8～6/25）
　６月定例会では、一般会計補正予算など23件のほか決議１件を可決し、１件の議案を修正可決しました。また、市
長から４件の報告を受けました。また、１件の決議を可決しました。
　一般質問では３日間で17名が登壇し、新型コロナウイルス感染症対策や施設管理などについて活発な議論が交わ
されました。

令和３年度延岡市一般会計補正予算（一次分）
令和３年度延岡市一般会計補正予算（二次分）
令和３年度延岡市水道事業会計補正予算
延岡市税条例等の一部改正
延岡市山村定住住宅条例の一部改正
延岡市国民健康保険税条例の一部改正
延岡市手数料条例の一部改正
延岡市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
延岡市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正
延岡市都市公園条例の一部改正
延岡市体育館条例の一部改正
延岡勤労者体育センター条例の一部改正
延岡市北方運動公園条例の一部改正
延岡市北浦運動公園条例の一部改正
延岡市北川運動公園条例の一部改正
藤の木辺地に係る総合整備計画の策定
松瀬辺地に係る総合整備計画の策定
専決処分の承認（令和３年度延岡市一般会計補正予算）
財産の取得（高規格救急自動車）
財産の取得（延岡城・内藤記念博物館収蔵棚）
市道の路線認定（１路線）
延岡市避難行動要支援者名簿に関する条例の制定
固定資産評価審査委員会委員の選任（甲斐　達也　氏）
　　　　　　　　　令和２年度延岡市繰越明許費繰越計算書の報告
　　　　　　　　　令和２年度延岡市水道事業会計予算繰越計算書の報告
　　　　　　　　　令和２年度延岡市下水道事業会計予算繰越計算書の報告
　　　　　　　　　専決処分の報告（物損事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定）
　　　　　　　　　議案第６号令和３年度延岡市一般会計補正予算に対する附帯決議

原案可決
修正可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
承　　認
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案同意

議　　案　　名

報告案件

決　　議

報告案件

結 果

５月臨時議会で決まったこと（5/6・5/7）
　５月臨時会では、専決処分の承認と４議案が審議されました。また、議長・副議長の選挙や各常任委員会委員、議会
運営委員会委員の選任のほか、専決処分の報告なども行われました。

延岡市固定資産評価審査委員会条例の一部改正
専決処分の承認（延岡市税条例の一部改正）
専決処分の承認（令和３年度延岡市一般会計補正予算）
監査委員の選任（上杉 泰洋 氏）
　　　　　　　　　専決処分の報告（負傷事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定）ほか１件

原案可決
承　　認
承　　認
原案同意

議　　案　　名 結 果

令
和
３
年
度
　
延
岡
市
議
会
の
議
会
構
成

議 長
副 議 長
監 査 委 員

本　部　仁　俊
白　石　良　盛
上　杉　泰　洋

総
務
政
策
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

厚
生
教
育
委
員
会

常
　
　
　任
　
　
　委
　
　
　員
　
　
　会

委 員 長
副委員長
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員 長
副委員長
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員 長
副委員長
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員

三　上　　　毅
田　村　吉　宏
峯　田　克　明
甲　斐　忠　篤
白　石　良　盛
北　林　幹　雄
松　田　和　己
上　杉　泰　洋
甲　斐　行　雄
松　田　満　男
猪之鼻　　　哲
松　本　哲　也
小　野　正　二
早　瀨　賢　一
平　田　信　広
河　野　治　満
稲　田　雅　之
吉　本　　　靖
柴　　　浩　信
松　田　勝　則
比江島　久美子
長　友　幸　子
甲　斐　正　幸
下　田　英　樹
佐　藤　　　誠
中　城　あかね

宮
崎
県
北
部
広
域
行
政

事
務
組
合
議
会
議
員

議 員
議 員
議 員
議 員
議 員
議 員

白　石　良　盛
松　本　哲　也
小　野　正　二
北　林　幹　雄
早　瀨　賢　一
上　杉　泰　洋

地
域
新
電
力
事
業
調
査

特
別
委
員
会

委 員 長
副委員長
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員

稲　田　雅　之
甲　斐　正　幸
吉　本　　　靖
峯　田　克　明
柴　　　浩　信
田　村　吉　宏
長　友　幸　子
三　上　　　毅

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

委 員 長
副委員長
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員

河　野　治　満
松　田　勝　則
甲　斐　忠　篤
松　本　哲　也
小　野　正　二
下　田　英　樹
平　田　信　広
松　田　満　男

議
会
運
営
委
員
会

委 員 長
副委員長
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員

早　瀨　賢　一
北　林　幹　雄
松　田　勝　則
柴　　　浩　信
松　本　哲　也
小　野　正　二
上　杉　泰　洋

故 河野仁生 氏を悼む
かわのきみお

　元市議会議員の河野仁生氏が、去る

６月21日、81歳でご逝去されました。河

野氏は、平成11年に北浦町議会議員に

初当選され、合併特例により、平成19年

まで延岡市議会議

員を務められまし

た。

　哀悼の意を表し、

謹んでご冥福をお

祈り申し上げます。

〇マイナンバーカードの普及・利活用について
〇津波避難施設整備の取り組みについて

〇地域ポイント制度の効果的運用について
〇空き家の利活用について

〇子育て支援施設の取り組みについて
〇学力向上のためのICT教育について

総務
政策

産業
建設

厚生
教育

各常任委員会の令和３年度所管事務調査テーマ
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一般会計補正予算（２次分）（予算審査特別委員会）

一般会計補正予算（２次分）に関する本会議での審議について

【予算の概要】

　「タクシーによる飲食物宅配支援事業」、「自動証明書交付端末導入事業」といった新型コロナウイルス感染

症対策の緊急対策事業のほか、岡富中学校のカラミレンガ塀の補修のための「中学校ブロック塀等改修事業」

など６億8,493万３千円が計上されました。

【審査結果】

　審査の結果、地域新電力会社設立事業（6,084万２千円）について、その額を減額し、基金に繰り入れる修正案

が議員から提案され、審査の結果、議員提案の修正案を可決し、それ以外の部分については、当局提案の原案

のとおり可決しました。

　予算の修正を行う主な理由は、次のとおりです。

〇　前回の審査同様、本事業を否定するものではないが、延岡市民の税金を100％出資して設立を目

指す会社であることから、安定した経営が図られることはもとより、市民生活と市政に貢献し続

ける事業であることが求められる。

〇　市民団体から、行政による民業圧迫や、電力調整の安定性についての懸念、容量拠出金の政府方

針の検討、電力会社経営の永続性の検証、さらには、事業撤退の明確化と責任所在を明確にすべき

ことについての要望書が提出された後、地域新電力会社創業事業計画の見直しを求める5,602名の

署名が提出されている。

〇　前回の審査から今日まで、新たな国の方針は示されておらず、提出された要望に対する見直し

も織り込まれないまま、３月に提出されたものと同様の議案が提出され、また委員会審査では、新

たな視点からの質疑も行われた。市民の理解浸透を図る意味でも、もう少し時間をかけて検討す

べきと考える。

予
算
修
正
の
理
由

附
帯
決
議
の
内
容

長
浜
・
方
財
海
岸
の
侵
食
問
題

【
問
】侵
食
現
場
へ
の
宮
崎

県
知
事
の
視
察
を
求
め
る

住
民
の
要
望
を
県
に
伝
え

ら
れ
な
い
か
。

【
答
】地
元
住
民
の
皆
様
の

切
実
な
声
を
訴
え
る
と
と

も
に
、知
事
の
現
地
視
察
も

引
き
続
き
要
請
し
て
い
く
。

県
道
稲
葉
崎
平
原
線
４
車
線
化

【
問
】進
捗
状
況
は
。

【
答
】県
に
よ
る
と
用
地
取

得
は
約
７
割
で
、工
事
は
着

手
可
能
な
と
こ
ろ
か
ら
順

次
工
事
の
進
捗
を
図
る
と

伺
っ
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
日
豊
線
浜
踏
切

【
問
】現
在
の
拡
幅
に
つ
い

て
の
検
討
状
況
は
。

【
答
】国
に
対
し
、改
良
す
べ

き
踏
切
の
指
定
等
調
査
時

に
報
告
し
て
い
る
。新
た
な

県
道
拡
幅
計
画
策
定
時
に
、

市
道
拡
幅
と
併
せ
て
検
討

し
た
い
。

ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
整
備

【
問
】県
北
に
は
ス
ケ
ー
ト

パ
ー
ク
が
な
い
た
め
、駐
車

場
等
を
滑
る
子
ど
も
達
を

見
る
が
危
険
で
あ
る
。ス
ケ

ー
ト
パ
ー
ク
の
整
備
を
ど

う
考
え
る
か
。

【
答
】今
年
度
、本
市
の
企
画

部
に
お
い
て「
若
者
が
描
く

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」を

行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、若

者
が
描
く
魅
力
あ
る
延
岡

の
今
後
の
方
向
性
を
参
加

者
と
一
緒
に
考
え
て
い
き

た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備

【
問
】西
階
運
動
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
に
シ
ャ
ワ
ー
室

を
設
置
で
き
な
い
か
。

【
答
】現
在
の
と
こ
ろ
設
置

す
る
状
況
に
な
い
が
、改
め

て
関
係
団
体
や
利
用
者
の

声
を
早
急
に
聞
き
、ど
の
よ

う
な
対
応
を
す
べ
き
か
検

討
し
た
い
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

今
後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

野
口
遵
記
念
館
建
設
工
事

【
問
】建
設
用
関
連
資
材
の

地
元
発
注
を
明
確
に
打
ち

出
し
、地
域
経
済
の
活
性
化

を
行
う
必
要
が
あ
る
。関
連

資
材
の
地
元
発
注
は
。

【
答
】下
請
業
者
や
建
設
資

材
に
つ
い
て
は
、市
内
の
事

業
所
か
ら
選
定
す
る
よ
う

お
願
い
を
し
て
き
た
。地
域

経
済
活
性
化
が
期
待
で
き

る
よ
う
努
め
た
い
。

小
規
模
林
業
の
課
題

【
問
】コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
林
業

推
進
事
業
の
補
助
金
要
綱

で
は
、自
分
の
山
林
を
整
備

し
よ
う
と
し
て
も
補
助
の

対
象
外
と
な
っ
て
し
ま
う
。

要
綱
の
見
直
し
が
必
要
と

考
え
る
が
。

【
答
】自
己
所
有
の
山
林
を

含
め
る
方
向
で
補
助
対
象

拡
大
に
向
け
、改
正
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

ク
レ
ア
パ
ー
ク
周
辺
の
交
通
政
策

コ
ロ
ナ
禍
の
養
殖
業

【
問
】養
殖
魚
の
安
定
出
荷

を
図
る
た
め
の
官
民
共
同

の
加
工
場
施
設
を
整
備
し

て
は
。

【
答
】マ
ル
チ
加
工
場
に
つ

い
て
は
課
題
が
あ
る
。加
工

組
合
に
よ
る
施
設
整
備
な

ど
他
市
の
事
例
を
調
査
し

た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
業

【
問
】災
害
時
の
避
難
所
と

し
て
の
機
能
も
持
つ
ホ
テ

ル
・
旅
館
業
に
直
接
的
な
支

援
は
で
き
な
い
か
。

【
答
】関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
コ
ロ
ナ
収
束
後
の

経
済
対
策
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
、市
内
経
済
再
生
に

全
力
で
取
り
組
む
。

ペ
ッ
ト
同
行
避
難

【
問
】専
用
避
難
所
の
設
置

は
で
き
な
い
か
。

【
答
】同
行
避
難
が
可
能
な

避
難
場
所
を
で
き
る
だ
け

増
や
す
よ
う
に
調
整
を
行

っ
て
い
る
。

堤
防
の
草
刈
り

【
問
】堤
防
は
、国
と
市
の
管

理
区
分
が
あ
る
が
、草
刈
り

を
一
緒
に
す
る
こ
と
で
経

費
の
節
約
に
な
る
と
思
う

が
で
き
な
い
か
。

【
答
】】国
と
市
で
河
川
法
及

び
道
路
法
に
基
づ
く
兼
用

工
作
物
管
理
協
定
を
結
ん

で
い
る
。ど
ち
ら
か
が
ま
と

め
て
草
刈
り
を
す
る
の
は

難
し
く
、県
内
の
他
自
治
体

で
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。

避
難
時
の
車
中
泊
対
策

【
問
】避
難
時
の
車
中
泊
の

対
策
は
。

【
答
】車
中
泊
は
、一
時
的
な

避
難
と
長
期
的
な
避
難
で

対
応
が
異
な
る
。車
中
泊
で

き
る
避
難
場
所
の
確
保
は

で
き
て
い
な
い
。避
難
場
所

の
中
か
ら
、安
全
確
保
を
最

優
先
に
車
中
泊
に
適
し
た

避
難
場
所
の
選
定
を
検
討

す
る
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

１
の
べ
お
か
Ｃ
О
Ｉ
Ｎ

地
域
経
済
の
活
性
化
の
た
め
、

市
内
の
加
盟
店
で
使
え
る
電

子
版
商
品
券
・
地
域
ポ
イ
ン

ト
・
電
子
マ
ネ
ー
を
利
用
で
き

る
ア
プ
リ
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
幅
広
い
活
動
で
貯
め
た
ポ

イ
ン
ト
で
買
い
物
も
で
き
る

よ
う
に
な
る
。

２
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略

将
来
の
食
料
の
安
定
供
給
を

図
る
た
め
、食
料
・
農
林
水
産

業
の
生
産
性
の
向
上
と
持
続

性
の
両
立
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン（
技
術
革
新
）で
実
現
す
る

農
林
水
産
省
の
環
境
政
策

３
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

物
や
サ
ー
ビ
ス
の
取
引
を
行

う
た
め
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
。Ａ

ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
や
楽
天
な
ど
の

モ
ー
ル
型
と
独
自
で
サ
イ
ト

を
立
ち
上
げ
る
自
社
型
が
あ

る
。
本
市
の
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
「
の

べ
ち
ょ
る
」で
は
、市
産
品
が

販
売
さ
れ
て
い
る
。

６月定例議会の主な議案の委員会審査報告

会派名の変更
５月６日付で、
「令和のべおか市民
派クラブ」の名称が
「のべおか市民派ク
ラブ」に変更されま
した。（会派名以外の
変更はありません。）

１　地域新電力会社設立事業以外の新型コロナウイルス感染症対策関連事業については、コロナ禍

における市民生活の安定、厳しさを増す地域経済の回復にとって特に重要な予算であることか

ら、１日も早く執行すること。

２　減額修正を行った地域新電力会社設立事業について、提案理由の１つでもあるコロナ禍におけ

る市民や市内事業者の電気料金も含めた光熱水費の負担の増加については、議会としても同様の

認識であり、水道料金の基本料金を２カ月分減免する内容の議案第７号については、全会一致で

可決したところである。

　　しかしながら、電気料金の引き下げについては、現時点においても民間の新電力会社との契約

締結が可能であり、市が新電力会社を設立した場合と同程度の引き下げも可能であると考える。

　　今期定例会において、市当局からその旨の説明がなかったことから、市民に対し、本市が6,000万

円を出資して新電力会社を設立しなければ、電気料金の負担が軽減されないとの誤解を与えてい

る可能性がある。このようなことから、市民や事業者の電気料金の負担を１日も早く軽減するた

め、市民に対し現時点でも様々な料金引き下げの選択肢があることについての説明を行うこと。

３　地域新電力会社設立事業の予算については、今回の減額修正によりこの３カ月間で実質３度目

の否決となるものである。この間、事業を推進する立場と慎重な検討を求める立場双方の市民団

体が署名活動等を行うなど、本件については、今後、市内を二分するような激しい議論となること

も懸念される。

　　市長の議案提案権を否定するものではないが、今後、国における容量市場制度見直しの議論の

結論等が出ない中で、議会の意向を全く反映しない形での提案が続けば、事態はより混迷を深め

るものと考える。まずは、市民と行政が一体となって、新型コロナウイルス感染症の１日も早い収

束や疲弊した市内経済の立て直しを行うことに、より一層努めていただくことを求める。

　本案については、委員会の後に本会議で審議され、採決の結果、委員会と同様に修正可決されました。

また、修正案が可決された後、次の附帯決議（案）が提案され、賛成多数により可決されました。

【決議第２号】議案第６号令和３年度延岡市一般会計補正予算に対する附帯決議の内容（抜粋）

友
愛
ク
ラ
ブ

吉
本

　靖 

議
員

自
民
党
き
ず
な
の
会

中
城
あ
か
ね 

議
員

友
愛
ク
ラ
ブ

早
瀨
賢
一 

議
員

自
民
党
き
ず
な
の
会

柴

　浩
信 

議
員

の
べ
お
か
市
民
派
ク
ラ
ブ

甲
斐
正
幸 

議
員

（６月17日質問）

用
語
解
説
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電
力
会
社
設
立
問
題

【
問
】３
月
議
会
で
否
決
さ

れ
た
議
案
と
全
く
同
じ
も

の
を
提
出
す
る
と
は
、議
会

軽
視
以
外
の
な
に
も
の
で

も
な
い
。「
電
力
会
社
設
立

を
考
え
る
市
民
の
会
」の
署

名
も
考
慮
さ
れ
て
い
な
い

が
。

【
答
】容
量
拠
出
金
が
電
力

小
売
自
由
化
の
流
れ
に
悪

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
制
度

設
計
と
い
う
国
の
方
針
に

変
更
は
な
い
。

愛
宕
山
笠
沙
の
御
𥔎
公
園

【
問
】愛
宕
山
が「
笠
沙
山
」

「
笠
沙
御
𥔎
」と
呼
ば
れ
て

い
た
こ
と
を
記
す
史
料
は

未
確
認
で
あ
る
と
の
文
言

を
市
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
削
除
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答
】現
時
点
で
断
定
的
な

こ
と
を
明
言
で
き
る
確
た

る
根
拠
を
確
認
で
き
な
い

た
め
、そ
の
旨
を
正
確
に
市

民
に
伝
え
て
い
る
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

新
型
病
院
の
完
成
の
目
途

コ
ロ
ナ
の
児
童
生
徒
へ
の
影
響

【
問
】多
感
な
児
童
生
徒
は
、

生
活
の
自
粛
と
ス
ポ
ー
ツ

大
会
等
の
中
止
で
ス
ト
レ

ス
を
持
っ
て
い
る
。コ
ロ
ナ

禍
が
児
童
生
徒
の
心
に
及

ぼ
す
影
響
は
。

【
答
】国
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
、70
％
が
心
の
状
態

に
何
ら
か
の
ス
ト
レ
ス
を

持
っ
て
い
る
。今
後
は
、子

ど
も
達
の
心
の
ケ
ア
等
で

支
援
す
る
。

高
齢
者
へ
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
社
会
対
応

【
問
】高
齢
者
に
優
し
い
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
づ
く

り
は
。

【
答
】イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

携
帯
電
話
等
を
日
常
的
に

利
用
し
て
い
な
い
高
齢
者

等
に
と
っ
て
は
た
い
へ
ん

で
あ
る
。今
後
は
、高
齢
者

の
よ
う
な
情
報
弱
者
へ
の

き
め
細
や
か
な
対
応
が
必

要
と
考
え
る
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

南
部
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

地
域
通
貨
の
べ
お
か
Ｃ
О
Ｉ
Ｎ

【
問
】
の
べ
お
か
Ｃ
О
Ｉ
Ｎ

と
ま
ち
づ
く
り
活
動
参
加

ポ
イ
ン
ト
の
取
得
は
、マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
登
録

な
く
と
も
可
能
か
。

【
答
】カ
ー
ド
を
取
得
し
な

く
て
も
参
加
で
き
る
。

有
機
農
業

【
問
】み
ど
り
の
食
料
シ
ス

テ
ム
戦
略
の
本
市
の
今
後

の
展
開
は
。

【
答
】有
機
農
業
へ
の
学
習

機
会
の
創
出
、支
援
策
を
検

討
す
る
。

地
域
愛
の
醸
成

【
問
】西
階
中
学
校
が
地
域

を
知
る
探
索
活
動
を
す
る

と
聞
く
。地
域
愛
醸
成
等
に

つ
な
が
る
と
思
う
が
、本
市

の
小
中
学
校
の
状
況
は
。

【
答
】全
て
の
児
童
生
徒
が
、

地
域
愛
を
有
し
て
い
る
と

は
言
え
ず
、地
域
教
材
の
活

用
も
図
り
、ふ
る
さ
と
教
育

を
推
進
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

【
問
】国
・
県
か
ら
の
財
政
支

援
を
踏
ま
え
た
財
政
運
営

は
。

【
答
】国
・
県
の
財
政
支
援
策

の
フ
ル
活
用
は
も
ち
ろ
ん
、

歳
入
を
増
や
す
こ
と
と
合

わ
せ
、基
金
の
有
効
活
用
に

よ
り
、財
源
を
確
保
し
、健

全
な
運
営
を
行
う
。

養
殖
業
支
援

【
問
】コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
と

今
後
の
支
援
対
策
は
。

【
答
】出
荷
量
の
減
少
や
魚

価
の
低
下
に
よ
り
、養
殖
業

の
経
営
は
、深
刻
な
影
響
を

受
け
て
い
る
。
対
策
と
し

て
、「
地
元
事
業
者
事
業
継

続
支
援
事
業
」で
市
独
自
の

支
援
を
行
う
。ま
た
、売
上

げ
を
確
保
す
べ
く
、Ｅ
Ｃ
サ

イ
ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、水

産
物
等
の
販
売
の
一
層
の

促
進
を
図
る
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

エ
ン
ク
ロ
ス
の
今
後
の
指

定
管
理
の
方
針

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想

【
問
】取
り
組
み
を
進
め
る

た
め
に
は
、市
民
の
理
解
や

協
力
が
不
可
欠
と
思
う
。住

民
説
明
や
意
向
の
把
握
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

【
答
】広
報
・
周
知
活
動
は
行

っ
て
き
て
い
る
が
、十
分
だ

と
は
考
え
て
い
な
い
。
今

後
、指
定
を
受
け
る
こ
と
に

な
れ
ば
、様
々
な
形
で
市
民

へ
説
明
を
行
い
、意
向
の
把

握
や
確
認
を
行
っ
て
い
く
。

九
保
大
生
へ
の
影
響
や
状
況

【
問
】コ
ロ
ナ
禍
で
困
窮
し

て
い
る
九
保
大
生
に
、
昨

年
、市
民
が
フ
ー
ド
バ
ン
ク

等
で
支
援
の
取
り
組
み
を

行
っ
た
。行
政
が
旗
振
り
を

し
て
、同
じ
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
て
は
ど
う
か
。

【
答
】学
生
が
利
用
し
や
す

い
支
援
と
な
る
よ
う
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

医
療
費
２
倍
化
法
に
つ
い
て

認
知
症
対
策

【
問
】補
聴
器
は
、高
価
で
あ

り
、加
齢
に
よ
る
難
聴
に
対

す
る
助
成
制
度
が
必
要
と

考
え
る
が
。

【
答
】コ
ロ
ナ
禍
で
認
知
機

能
低
下
の
不
安
が
全
国
的

に
懸
念
さ
れ
て
い
る
。認
知

症
の
観
点
か
ら
補
助
を
行

う
か
、
国
の
動
向
を
注
視

し
、検
討
し
た
い
。

児
童
生
徒
の
ス
マ
ホ
脳

【
問
】家
庭
で
の
ル
ー
ル
作

り
は
重
要
で
あ
る
。生
活
習

慣
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】学
校
へ
の
持
ち
込
み

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
成
し
、保
護
者
が
利
用

の
ル
ー
ル
を
作
り
、利
用
状

況
の
把
握
を
す
る
な
ど
適

切
な
指
導
を
行
う
こ
と
を

示
し
た
。引
き
続
き
、正
し

い
利
用
方
法
や
生
活
習
慣

を
身
に
着
け
る
重
要
性
を

伝
え
て
い
く
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

学
校
支
援
対
策
監
の
配
置

等
の
教
育
委
員
会
の
体
制

エ
ン
ク
ロ
ス

【
問
】開
館
し
て
３
年
を
経

過
し
た
現
段
階
で
の
評
価

は
。

【
答
】こ
れ
ま
で
多
く
の
方

に
利
用
い
た
だ
き
、一
定
の

賑
わ
い
創
出
に
つ
な
が
っ

た
と
考
え
て
い
る
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
地
震
対
策

【
問
】
国
・
県
に
対
し
、
補
助

の
継
続
を
要
望
し
、ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
地
震
対
策
支
援
事

業
の
継
続
は
で
き
な
い
か
。

【
答
】県
内
の
市
町
村
や
団

体
等
か
ら
の
継
続
・
強
化
等

の
要
望
を
受
け
、、県
で
は
、

補
助
要
件
の
一
部
見
直
し

を
行
い
、事
業
が
継
続
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。事
業
の

再
開
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
お
り
、次
回
の
補
正
予
算

に
提
案
で
き
る
よ
う
鋭
意

検
討
す
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

東
九
州
バ
ス
ク
化
構
想

生
理
の
貧
困

【
問
】経
済
的
理
由
な
ど
で

生
理
用
品
を
十
分
に
入
手

で
き
な
い
問
題
が
あ
る
。本

市
で
無
償
配
布
の
取
り
組

み
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、今

後
、九
保
大
な
ど
女
子
学
生

が
多
く
い
る
所
へ
配
布
し

て
は
ど
う
か
。

【
答
】配
布
先
の
拡
充
に
つ

い
て
は
、九
保
大
な
ど
の
意

見
を
聴
く
こ
と
を
含
め
、必

要
な
方
が
利
用
し
や
す
い

支
援
と
な
る
よ
う
、今
後
も

検
討
し
て
い
く
。

ワ
ク
チ
ン
接
種

【
問
】接
種
し
て
い
な
い
こ

と
に
よ
る
不
利
益
を
受
け

な
い
た
め
の
対
応
策
は
。

【
答
】接
種
の
強
制
や
差
別
、

不
利
益
な
取
り
扱
い
を
行

う
こ
と
の
な
い
よ
う
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
様
々
な
媒

体
を
活
用
し
て
周
知
を
行

っ
て
い
く
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

男
女
平
等
社
会

地
域
新
電
力
会
社
設
立
事
業

【
問
】３
月
末
頃
に
示
さ
れ

る
予
定
で
あ
っ
た
国
の
方

向
性
は
。

【
答
】ま
だ
示
さ
れ
て
い
な

い
が
、国
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、容
量
拠
出
金
が
２
０
１

６
年
以
降
の
電
力
小
売
全

面
自
由
化
の
流
れ
に
悪
影

響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に

制
度
設
計
を
行
う
と
い
う

国
の
方
針
に
変
更
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種

【
問
】消
防
救
急
隊
員
の
優

先
接
種
の
検
討
に
つ
い
て
、

医
療
従
事
者
等
の
対
象
範

囲
に
救
急
隊
員
も
含
ま
れ

て
い
る
が
、本
市
で
の
隊
員

の
接
種
は
、現
時
点
で
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

【
答
】６
月
４
日
に
、救
急
隊

員
の
接
種
は
完
了
し
て
い

る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

エ
ン
ク
ロ
ス
の
波
及
効
果

社
会
の
ひ
ず
み
の
解
決
策

【
問
】少
子
高
齢
化
の
状
況

が
続
く
と
自
治
体
の
消
滅

や
農
業
破
壊
、社
会
保
障
の

崩
壊
な
ど
様
々
な
大
き
な

ひ
ず
み
を
生
み
だ
し
て
し

ま
う
が
、解
決
策
は
。

【
答
】様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
実
行
に
移
す
こ
と
に

よ
り
、本
市
の
活
力
を
高
め

て
い
く
た
め
の
施
策
を
展

開
し
て
い
く
。

学
校
教
育
に
お
け
る
性

【
問
】小
中
学
校
で
の
名
簿

が
男
女
混
合
に
な
る
な
ど
、

性
に
対
す
る
社
会
の
変
化

が
起
き
て
い
る
。学
校
教
育

に
お
け
る
性
の
問
題
は
。

【
答
】性
に
悩
む
児
童
生
徒

の
学
校
生
活
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、人
権
教
育
を
通

し
て
、多
様
な
価
値
観
を
認

め
、受
け
入
れ
る
態
度
を
育

成
し
て
い
く
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態

把
握
と
対
策

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想

【
問
】応
募
に
あ
た
り
、市
民

目
線
が
置
き
去
り
に
な
っ

て
い
な
い
か
。

【
答
】今
後
、国
家
戦
略
特
区

と
し
て
選
定
さ
れ
た
場
合

に
は
、一
つ
一
つ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
つ
い
て
市
民
の

意
向
の
把
握
や
確
認
を
し
、

そ
の
過
程
に
お
い
て
市
民

の
皆
様
の
意
見
を
計
画
に

反
映
し
て
い
く
。

市
議
会
と
の
対
話

【
問
】新
電
力
会
社
の
予
算

案
に
関
し
て
、前
回
と
変
わ

ら
な
い
ま
ま
再
提
出
さ
れ

た
が
、議
会
の
意
見
も
取
り

入
れ
た
う
え
で
再
提
出
す

る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
。

【
答
】こ
れ
ま
で
３
年
あ
ま

り
に
わ
た
り
、議
会
で
多
く

の
質
疑
が
行
わ
れ
て
お
り
、

可
能
性
調
査
や
創
業
事
業

計
画
策
定
に
つ
い
て
も
、委

員
会
に
お
い
て
質
疑
が
重

ね
ら
れ
て
い
る
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

え
ん
キ
ッ
ズ
全
面
開
業

洪
水
・
浸
水
対
策

【
問
】浸
水
想
定
区
域
を
予

想
し
た
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
に
変
え
て
は
。

【
答
】浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
実
施
し
、よ
り
細
や

か
な
マ
ッ
プ
の
作
成
に
取

り
組
む
。

行
政
手
続
オ
ン
ラ
イ
ン
化

【
問
】活
用
し
て
い
る
自
治

体
も
増
え
て
い
る「
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
・
ぴ
っ
た
り
サ
ー

ビ
ス
」
を
フ
ル
活
用
し
て

は
。

【
答
】国
が
示
す
改
修
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ
い
て
、

「
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
」を

導
入
し
、市
民
の
利
便
性
向

上
に
取
り
組
む
。

給
水
ス
ポ
ッ
ト

【
問
】プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

削
減
対
策
と
し
て
、市
役
所

の
庁
内
に
給
水
ス
ポ
ッ
ト

を
設
置
し
て
は
。

【
答
】関
係
各
課
と
協
議
し

た
い
。

自
民
党
き
ず
な
の
会

北
林
幹
雄 

議
員

の
べ
お
か
市
民
派
ク
ラ
ブ

上
杉
泰
洋 

議
員

無
所
属

峯
田
克
明 

議
員

友
愛
ク
ラ
ブ

甲
斐
行
雄 

議
員

日
本
共
産
党

平
田
信
広 

議
員

社
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

松
本
哲
也 

議
員

自
民
党
き
ず
な
の
会

松
田
満
男 

議
員

社
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

長
友
幸
子 

議
員

の
べ
お
か
市
民
派
ク
ラ
ブ

河
野
治
満 

議
員

友
愛
ク
ラ
ブ

下
田
英
樹 

議
員

自
民
党
き
ず
な
の
会

猪
之
鼻
哲 

議
員

公
明
党
市
議
団

小
野
正
二 

議
員

市政を問う！議員17名が一般質問

注
１

注
3

注
2

（６月15日質問）（６月16日質問）



４５

電
力
会
社
設
立
問
題

【
問
】３
月
議
会
で
否
決
さ

れ
た
議
案
と
全
く
同
じ
も

の
を
提
出
す
る
と
は
、議
会

軽
視
以
外
の
な
に
も
の
で

も
な
い
。「
電
力
会
社
設
立

を
考
え
る
市
民
の
会
」の
署

名
も
考
慮
さ
れ
て
い
な
い

が
。

【
答
】容
量
拠
出
金
が
電
力

小
売
自
由
化
の
流
れ
に
悪

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
制
度

設
計
と
い
う
国
の
方
針
に

変
更
は
な
い
。

愛
宕
山
笠
沙
の
御
𥔎
公
園

【
問
】愛
宕
山
が「
笠
沙
山
」

「
笠
沙
御
𥔎
」と
呼
ば
れ
て

い
た
こ
と
を
記
す
史
料
は

未
確
認
で
あ
る
と
の
文
言

を
市
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
削
除
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答
】現
時
点
で
断
定
的
な

こ
と
を
明
言
で
き
る
確
た

る
根
拠
を
確
認
で
き
な
い

た
め
、そ
の
旨
を
正
確
に
市

民
に
伝
え
て
い
る
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

新
型
病
院
の
完
成
の
目
途

コ
ロ
ナ
の
児
童
生
徒
へ
の
影
響

【
問
】多
感
な
児
童
生
徒
は
、

生
活
の
自
粛
と
ス
ポ
ー
ツ

大
会
等
の
中
止
で
ス
ト
レ

ス
を
持
っ
て
い
る
。コ
ロ
ナ

禍
が
児
童
生
徒
の
心
に
及

ぼ
す
影
響
は
。

【
答
】国
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
、70
％
が
心
の
状
態

に
何
ら
か
の
ス
ト
レ
ス
を

持
っ
て
い
る
。今
後
は
、子

ど
も
達
の
心
の
ケ
ア
等
で

支
援
す
る
。

高
齢
者
へ
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
社
会
対
応

【
問
】高
齢
者
に
優
し
い
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
づ
く

り
は
。

【
答
】イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

携
帯
電
話
等
を
日
常
的
に

利
用
し
て
い
な
い
高
齢
者

等
に
と
っ
て
は
た
い
へ
ん

で
あ
る
。今
後
は
、高
齢
者

の
よ
う
な
情
報
弱
者
へ
の

き
め
細
や
か
な
対
応
が
必

要
と
考
え
る
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

南
部
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

地
域
通
貨
の
べ
お
か
Ｃ
О
Ｉ
Ｎ

【
問
】
の
べ
お
か
Ｃ
О
Ｉ
Ｎ

と
ま
ち
づ
く
り
活
動
参
加

ポ
イ
ン
ト
の
取
得
は
、マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
登
録

な
く
と
も
可
能
か
。

【
答
】カ
ー
ド
を
取
得
し
な

く
て
も
参
加
で
き
る
。

有
機
農
業

【
問
】み
ど
り
の
食
料
シ
ス

テ
ム
戦
略
の
本
市
の
今
後

の
展
開
は
。

【
答
】有
機
農
業
へ
の
学
習

機
会
の
創
出
、支
援
策
を
検

討
す
る
。

地
域
愛
の
醸
成

【
問
】西
階
中
学
校
が
地
域

を
知
る
探
索
活
動
を
す
る

と
聞
く
。地
域
愛
醸
成
等
に

つ
な
が
る
と
思
う
が
、本
市

の
小
中
学
校
の
状
況
は
。

【
答
】全
て
の
児
童
生
徒
が
、

地
域
愛
を
有
し
て
い
る
と

は
言
え
ず
、地
域
教
材
の
活

用
も
図
り
、ふ
る
さ
と
教
育

を
推
進
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

【
問
】国
・
県
か
ら
の
財
政
支

援
を
踏
ま
え
た
財
政
運
営

は
。

【
答
】国
・
県
の
財
政
支
援
策

の
フ
ル
活
用
は
も
ち
ろ
ん
、

歳
入
を
増
や
す
こ
と
と
合

わ
せ
、基
金
の
有
効
活
用
に

よ
り
、財
源
を
確
保
し
、健

全
な
運
営
を
行
う
。

養
殖
業
支
援

【
問
】コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
と

今
後
の
支
援
対
策
は
。

【
答
】出
荷
量
の
減
少
や
魚

価
の
低
下
に
よ
り
、養
殖
業

の
経
営
は
、深
刻
な
影
響
を

受
け
て
い
る
。
対
策
と
し

て
、「
地
元
事
業
者
事
業
継

続
支
援
事
業
」で
市
独
自
の

支
援
を
行
う
。ま
た
、売
上

げ
を
確
保
す
べ
く
、Ｅ
Ｃ
サ

イ
ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、水

産
物
等
の
販
売
の
一
層
の

促
進
を
図
る
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

エ
ン
ク
ロ
ス
の
今
後
の
指

定
管
理
の
方
針

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想

【
問
】取
り
組
み
を
進
め
る

た
め
に
は
、市
民
の
理
解
や

協
力
が
不
可
欠
と
思
う
。住

民
説
明
や
意
向
の
把
握
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

【
答
】広
報
・
周
知
活
動
は
行

っ
て
き
て
い
る
が
、十
分
だ

と
は
考
え
て
い
な
い
。
今

後
、指
定
を
受
け
る
こ
と
に

な
れ
ば
、様
々
な
形
で
市
民

へ
説
明
を
行
い
、意
向
の
把

握
や
確
認
を
行
っ
て
い
く
。

九
保
大
生
へ
の
影
響
や
状
況

【
問
】コ
ロ
ナ
禍
で
困
窮
し

て
い
る
九
保
大
生
に
、
昨

年
、市
民
が
フ
ー
ド
バ
ン
ク

等
で
支
援
の
取
り
組
み
を

行
っ
た
。行
政
が
旗
振
り
を

し
て
、同
じ
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
て
は
ど
う
か
。

【
答
】学
生
が
利
用
し
や
す

い
支
援
と
な
る
よ
う
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

医
療
費
２
倍
化
法
に
つ
い
て

認
知
症
対
策

【
問
】補
聴
器
は
、高
価
で
あ

り
、加
齢
に
よ
る
難
聴
に
対

す
る
助
成
制
度
が
必
要
と

考
え
る
が
。

【
答
】コ
ロ
ナ
禍
で
認
知
機

能
低
下
の
不
安
が
全
国
的

に
懸
念
さ
れ
て
い
る
。認
知

症
の
観
点
か
ら
補
助
を
行

う
か
、
国
の
動
向
を
注
視

し
、検
討
し
た
い
。

児
童
生
徒
の
ス
マ
ホ
脳

【
問
】家
庭
で
の
ル
ー
ル
作

り
は
重
要
で
あ
る
。生
活
習

慣
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】学
校
へ
の
持
ち
込
み

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
成
し
、保
護
者
が
利
用

の
ル
ー
ル
を
作
り
、利
用
状

況
の
把
握
を
す
る
な
ど
適

切
な
指
導
を
行
う
こ
と
を

示
し
た
。引
き
続
き
、正
し

い
利
用
方
法
や
生
活
習
慣

を
身
に
着
け
る
重
要
性
を

伝
え
て
い
く
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

学
校
支
援
対
策
監
の
配
置

等
の
教
育
委
員
会
の
体
制

エ
ン
ク
ロ
ス

【
問
】開
館
し
て
３
年
を
経

過
し
た
現
段
階
で
の
評
価

は
。

【
答
】こ
れ
ま
で
多
く
の
方

に
利
用
い
た
だ
き
、一
定
の

賑
わ
い
創
出
に
つ
な
が
っ

た
と
考
え
て
い
る
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
地
震
対
策

【
問
】
国
・
県
に
対
し
、
補
助

の
継
続
を
要
望
し
、ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
地
震
対
策
支
援
事

業
の
継
続
は
で
き
な
い
か
。

【
答
】県
内
の
市
町
村
や
団

体
等
か
ら
の
継
続
・
強
化
等

の
要
望
を
受
け
、、県
で
は
、

補
助
要
件
の
一
部
見
直
し

を
行
い
、事
業
が
継
続
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。事
業
の

再
開
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
お
り
、次
回
の
補
正
予
算

に
提
案
で
き
る
よ
う
鋭
意

検
討
す
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

東
九
州
バ
ス
ク
化
構
想

生
理
の
貧
困

【
問
】経
済
的
理
由
な
ど
で

生
理
用
品
を
十
分
に
入
手

で
き
な
い
問
題
が
あ
る
。本

市
で
無
償
配
布
の
取
り
組

み
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、今

後
、九
保
大
な
ど
女
子
学
生

が
多
く
い
る
所
へ
配
布
し

て
は
ど
う
か
。

【
答
】配
布
先
の
拡
充
に
つ

い
て
は
、九
保
大
な
ど
の
意

見
を
聴
く
こ
と
を
含
め
、必

要
な
方
が
利
用
し
や
す
い

支
援
と
な
る
よ
う
、今
後
も

検
討
し
て
い
く
。

ワ
ク
チ
ン
接
種

【
問
】接
種
し
て
い
な
い
こ

と
に
よ
る
不
利
益
を
受
け

な
い
た
め
の
対
応
策
は
。

【
答
】接
種
の
強
制
や
差
別
、

不
利
益
な
取
り
扱
い
を
行

う
こ
と
の
な
い
よ
う
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
様
々
な
媒

体
を
活
用
し
て
周
知
を
行

っ
て
い
く
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

男
女
平
等
社
会

地
域
新
電
力
会
社
設
立
事
業

【
問
】３
月
末
頃
に
示
さ
れ

る
予
定
で
あ
っ
た
国
の
方

向
性
は
。

【
答
】ま
だ
示
さ
れ
て
い
な

い
が
、国
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、容
量
拠
出
金
が
２
０
１

６
年
以
降
の
電
力
小
売
全

面
自
由
化
の
流
れ
に
悪
影

響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に

制
度
設
計
を
行
う
と
い
う

国
の
方
針
に
変
更
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種

【
問
】消
防
救
急
隊
員
の
優

先
接
種
の
検
討
に
つ
い
て
、

医
療
従
事
者
等
の
対
象
範

囲
に
救
急
隊
員
も
含
ま
れ

て
い
る
が
、本
市
で
の
隊
員

の
接
種
は
、現
時
点
で
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

【
答
】６
月
４
日
に
、救
急
隊

員
の
接
種
は
完
了
し
て
い

る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

エ
ン
ク
ロ
ス
の
波
及
効
果

社
会
の
ひ
ず
み
の
解
決
策

【
問
】少
子
高
齢
化
の
状
況

が
続
く
と
自
治
体
の
消
滅

や
農
業
破
壊
、社
会
保
障
の

崩
壊
な
ど
様
々
な
大
き
な

ひ
ず
み
を
生
み
だ
し
て
し

ま
う
が
、解
決
策
は
。

【
答
】様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
実
行
に
移
す
こ
と
に

よ
り
、本
市
の
活
力
を
高
め

て
い
く
た
め
の
施
策
を
展

開
し
て
い
く
。

学
校
教
育
に
お
け
る
性

【
問
】小
中
学
校
で
の
名
簿

が
男
女
混
合
に
な
る
な
ど
、

性
に
対
す
る
社
会
の
変
化

が
起
き
て
い
る
。学
校
教
育

に
お
け
る
性
の
問
題
は
。

【
答
】性
に
悩
む
児
童
生
徒

の
学
校
生
活
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、人
権
教
育
を
通

し
て
、多
様
な
価
値
観
を
認

め
、受
け
入
れ
る
態
度
を
育

成
し
て
い
く
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態

把
握
と
対
策

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想

【
問
】応
募
に
あ
た
り
、市
民

目
線
が
置
き
去
り
に
な
っ

て
い
な
い
か
。

【
答
】今
後
、国
家
戦
略
特
区

と
し
て
選
定
さ
れ
た
場
合

に
は
、一
つ
一
つ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
つ
い
て
市
民
の

意
向
の
把
握
や
確
認
を
し
、

そ
の
過
程
に
お
い
て
市
民

の
皆
様
の
意
見
を
計
画
に

反
映
し
て
い
く
。

市
議
会
と
の
対
話

【
問
】新
電
力
会
社
の
予
算

案
に
関
し
て
、前
回
と
変
わ

ら
な
い
ま
ま
再
提
出
さ
れ

た
が
、議
会
の
意
見
も
取
り

入
れ
た
う
え
で
再
提
出
す

る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
。

【
答
】こ
れ
ま
で
３
年
あ
ま

り
に
わ
た
り
、議
会
で
多
く

の
質
疑
が
行
わ
れ
て
お
り
、

可
能
性
調
査
や
創
業
事
業

計
画
策
定
に
つ
い
て
も
、委

員
会
に
お
い
て
質
疑
が
重

ね
ら
れ
て
い
る
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

え
ん
キ
ッ
ズ
全
面
開
業

洪
水
・
浸
水
対
策

【
問
】浸
水
想
定
区
域
を
予

想
し
た
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
に
変
え
て
は
。

【
答
】浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
実
施
し
、よ
り
細
や

か
な
マ
ッ
プ
の
作
成
に
取

り
組
む
。

行
政
手
続
オ
ン
ラ
イ
ン
化

【
問
】活
用
し
て
い
る
自
治

体
も
増
え
て
い
る「
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
・
ぴ
っ
た
り
サ
ー

ビ
ス
」
を
フ
ル
活
用
し
て

は
。

【
答
】国
が
示
す
改
修
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ
い
て
、

「
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
」を

導
入
し
、市
民
の
利
便
性
向

上
に
取
り
組
む
。

給
水
ス
ポ
ッ
ト

【
問
】プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

削
減
対
策
と
し
て
、市
役
所

の
庁
内
に
給
水
ス
ポ
ッ
ト

を
設
置
し
て
は
。

【
答
】関
係
各
課
と
協
議
し

た
い
。

自
民
党
き
ず
な
の
会

北
林
幹
雄 

議
員

の
べ
お
か
市
民
派
ク
ラ
ブ

上
杉
泰
洋 

議
員

無
所
属

峯
田
克
明 

議
員

友
愛
ク
ラ
ブ

甲
斐
行
雄 

議
員

日
本
共
産
党

平
田
信
広 

議
員

社
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

松
本
哲
也 

議
員

自
民
党
き
ず
な
の
会

松
田
満
男 

議
員

社
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

長
友
幸
子 

議
員

の
べ
お
か
市
民
派
ク
ラ
ブ

河
野
治
満 

議
員

友
愛
ク
ラ
ブ

下
田
英
樹 

議
員

自
民
党
き
ず
な
の
会

猪
之
鼻
哲 

議
員

公
明
党
市
議
団

小
野
正
二 

議
員

市政を問う！議員17名が一般質問

注
１

注
3

注
2

（６月15日質問）（６月16日質問）
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一般会計補正予算（２次分）（予算審査特別委員会）

一般会計補正予算（２次分）に関する本会議での審議について

【予算の概要】

　「タクシーによる飲食物宅配支援事業」、「自動証明書交付端末導入事業」といった新型コロナウイルス感染

症対策の緊急対策事業のほか、岡富中学校のカラミレンガ塀の補修のための「中学校ブロック塀等改修事業」

など６億8,493万３千円が計上されました。

【審査結果】

　審査の結果、地域新電力会社設立事業（6,084万２千円）について、その額を減額し、基金に繰り入れる修正案

が議員から提案され、審査の結果、議員提案の修正案を可決し、それ以外の部分については、当局提案の原案

のとおり可決しました。

　予算の修正を行う主な理由は、次のとおりです。

〇　前回の審査同様、本事業を否定するものではないが、延岡市民の税金を100％出資して設立を目

指す会社であることから、安定した経営が図られることはもとより、市民生活と市政に貢献し続

ける事業であることが求められる。

〇　市民団体から、行政による民業圧迫や、電力調整の安定性についての懸念、容量拠出金の政府方

針の検討、電力会社経営の永続性の検証、さらには、事業撤退の明確化と責任所在を明確にすべき

ことについての要望書が提出された後、地域新電力会社創業事業計画の見直しを求める5,602名の

署名が提出されている。

〇　前回の審査から今日まで、新たな国の方針は示されておらず、提出された要望に対する見直し

も織り込まれないまま、３月に提出されたものと同様の議案が提出され、また委員会審査では、新

たな視点からの質疑も行われた。市民の理解浸透を図る意味でも、もう少し時間をかけて検討す

べきと考える。

予
算
修
正
の
理
由

附
帯
決
議
の
内
容

長
浜
・
方
財
海
岸
の
侵
食
問
題

【
問
】侵
食
現
場
へ
の
宮
崎

県
知
事
の
視
察
を
求
め
る

住
民
の
要
望
を
県
に
伝
え

ら
れ
な
い
か
。

【
答
】地
元
住
民
の
皆
様
の

切
実
な
声
を
訴
え
る
と
と

も
に
、知
事
の
現
地
視
察
も

引
き
続
き
要
請
し
て
い
く
。

県
道
稲
葉
崎
平
原
線
４
車
線
化

【
問
】進
捗
状
況
は
。

【
答
】県
に
よ
る
と
用
地
取

得
は
約
７
割
で
、工
事
は
着

手
可
能
な
と
こ
ろ
か
ら
順

次
工
事
の
進
捗
を
図
る
と

伺
っ
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
日
豊
線
浜
踏
切

【
問
】現
在
の
拡
幅
に
つ
い

て
の
検
討
状
況
は
。

【
答
】国
に
対
し
、改
良
す
べ

き
踏
切
の
指
定
等
調
査
時

に
報
告
し
て
い
る
。新
た
な

県
道
拡
幅
計
画
策
定
時
に
、

市
道
拡
幅
と
併
せ
て
検
討

し
た
い
。

ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
整
備

【
問
】県
北
に
は
ス
ケ
ー
ト

パ
ー
ク
が
な
い
た
め
、駐
車

場
等
を
滑
る
子
ど
も
達
を

見
る
が
危
険
で
あ
る
。ス
ケ

ー
ト
パ
ー
ク
の
整
備
を
ど

う
考
え
る
か
。

【
答
】今
年
度
、本
市
の
企
画

部
に
お
い
て「
若
者
が
描
く

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」を

行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、若

者
が
描
く
魅
力
あ
る
延
岡

の
今
後
の
方
向
性
を
参
加

者
と
一
緒
に
考
え
て
い
き

た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備

【
問
】西
階
運
動
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
に
シ
ャ
ワ
ー
室

を
設
置
で
き
な
い
か
。

【
答
】現
在
の
と
こ
ろ
設
置

す
る
状
況
に
な
い
が
、改
め

て
関
係
団
体
や
利
用
者
の

声
を
早
急
に
聞
き
、ど
の
よ

う
な
対
応
を
す
べ
き
か
検

討
し
た
い
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

今
後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

野
口
遵
記
念
館
建
設
工
事

【
問
】建
設
用
関
連
資
材
の

地
元
発
注
を
明
確
に
打
ち

出
し
、地
域
経
済
の
活
性
化

を
行
う
必
要
が
あ
る
。関
連

資
材
の
地
元
発
注
は
。

【
答
】下
請
業
者
や
建
設
資

材
に
つ
い
て
は
、市
内
の
事

業
所
か
ら
選
定
す
る
よ
う

お
願
い
を
し
て
き
た
。地
域

経
済
活
性
化
が
期
待
で
き

る
よ
う
努
め
た
い
。

小
規
模
林
業
の
課
題

【
問
】コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
林
業

推
進
事
業
の
補
助
金
要
綱

で
は
、自
分
の
山
林
を
整
備

し
よ
う
と
し
て
も
補
助
の

対
象
外
と
な
っ
て
し
ま
う
。

要
綱
の
見
直
し
が
必
要
と

考
え
る
が
。

【
答
】自
己
所
有
の
山
林
を

含
め
る
方
向
で
補
助
対
象

拡
大
に
向
け
、改
正
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

ク
レ
ア
パ
ー
ク
周
辺
の
交
通
政
策

コ
ロ
ナ
禍
の
養
殖
業

【
問
】養
殖
魚
の
安
定
出
荷

を
図
る
た
め
の
官
民
共
同

の
加
工
場
施
設
を
整
備
し

て
は
。

【
答
】マ
ル
チ
加
工
場
に
つ

い
て
は
課
題
が
あ
る
。加
工

組
合
に
よ
る
施
設
整
備
な

ど
他
市
の
事
例
を
調
査
し

た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
業

【
問
】災
害
時
の
避
難
所
と

し
て
の
機
能
も
持
つ
ホ
テ

ル
・
旅
館
業
に
直
接
的
な
支

援
は
で
き
な
い
か
。

【
答
】関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
コ
ロ
ナ
収
束
後
の

経
済
対
策
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
、市
内
経
済
再
生
に

全
力
で
取
り
組
む
。

ペ
ッ
ト
同
行
避
難

【
問
】専
用
避
難
所
の
設
置

は
で
き
な
い
か
。

【
答
】同
行
避
難
が
可
能
な

避
難
場
所
を
で
き
る
だ
け

増
や
す
よ
う
に
調
整
を
行

っ
て
い
る
。

堤
防
の
草
刈
り

【
問
】堤
防
は
、国
と
市
の
管

理
区
分
が
あ
る
が
、草
刈
り

を
一
緒
に
す
る
こ
と
で
経

費
の
節
約
に
な
る
と
思
う

が
で
き
な
い
か
。

【
答
】】国
と
市
で
河
川
法
及

び
道
路
法
に
基
づ
く
兼
用

工
作
物
管
理
協
定
を
結
ん

で
い
る
。ど
ち
ら
か
が
ま
と

め
て
草
刈
り
を
す
る
の
は

難
し
く
、県
内
の
他
自
治
体

で
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。

避
難
時
の
車
中
泊
対
策

【
問
】避
難
時
の
車
中
泊
の

対
策
は
。

【
答
】車
中
泊
は
、一
時
的
な

避
難
と
長
期
的
な
避
難
で

対
応
が
異
な
る
。車
中
泊
で

き
る
避
難
場
所
の
確
保
は

で
き
て
い
な
い
。避
難
場
所

の
中
か
ら
、安
全
確
保
を
最

優
先
に
車
中
泊
に
適
し
た

避
難
場
所
の
選
定
を
検
討

す
る
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

１
の
べ
お
か
Ｃ
О
Ｉ
Ｎ

地
域
経
済
の
活
性
化
の
た
め
、

市
内
の
加
盟
店
で
使
え
る
電

子
版
商
品
券
・
地
域
ポ
イ
ン

ト
・
電
子
マ
ネ
ー
を
利
用
で
き

る
ア
プ
リ
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
幅
広
い
活
動
で
貯
め
た
ポ

イ
ン
ト
で
買
い
物
も
で
き
る

よ
う
に
な
る
。

２
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略

将
来
の
食
料
の
安
定
供
給
を

図
る
た
め
、食
料
・
農
林
水
産

業
の
生
産
性
の
向
上
と
持
続

性
の
両
立
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン（
技
術
革
新
）で
実
現
す
る

農
林
水
産
省
の
環
境
政
策

３
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

物
や
サ
ー
ビ
ス
の
取
引
を
行

う
た
め
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
。Ａ

ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
や
楽
天
な
ど
の

モ
ー
ル
型
と
独
自
で
サ
イ
ト

を
立
ち
上
げ
る
自
社
型
が
あ

る
。
本
市
の
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
「
の

べ
ち
ょ
る
」で
は
、市
産
品
が

販
売
さ
れ
て
い
る
。

６月定例議会の主な議案の委員会審査報告

会派名の変更
５月６日付で、
「令和のべおか市民
派クラブ」の名称が
「のべおか市民派ク
ラブ」に変更されま
した。（会派名以外の
変更はありません。）

１　地域新電力会社設立事業以外の新型コロナウイルス感染症対策関連事業については、コロナ禍

における市民生活の安定、厳しさを増す地域経済の回復にとって特に重要な予算であることか

ら、１日も早く執行すること。

２　減額修正を行った地域新電力会社設立事業について、提案理由の１つでもあるコロナ禍におけ

る市民や市内事業者の電気料金も含めた光熱水費の負担の増加については、議会としても同様の

認識であり、水道料金の基本料金を２カ月分減免する内容の議案第７号については、全会一致で

可決したところである。

　　しかしながら、電気料金の引き下げについては、現時点においても民間の新電力会社との契約

締結が可能であり、市が新電力会社を設立した場合と同程度の引き下げも可能であると考える。

　　今期定例会において、市当局からその旨の説明がなかったことから、市民に対し、本市が6,000万

円を出資して新電力会社を設立しなければ、電気料金の負担が軽減されないとの誤解を与えてい

る可能性がある。このようなことから、市民や事業者の電気料金の負担を１日も早く軽減するた

め、市民に対し現時点でも様々な料金引き下げの選択肢があることについての説明を行うこと。

３　地域新電力会社設立事業の予算については、今回の減額修正によりこの３カ月間で実質３度目

の否決となるものである。この間、事業を推進する立場と慎重な検討を求める立場双方の市民団

体が署名活動等を行うなど、本件については、今後、市内を二分するような激しい議論となること

も懸念される。

　　市長の議案提案権を否定するものではないが、今後、国における容量市場制度見直しの議論の

結論等が出ない中で、議会の意向を全く反映しない形での提案が続けば、事態はより混迷を深め

るものと考える。まずは、市民と行政が一体となって、新型コロナウイルス感染症の１日も早い収

束や疲弊した市内経済の立て直しを行うことに、より一層努めていただくことを求める。

　本案については、委員会の後に本会議で審議され、採決の結果、委員会と同様に修正可決されました。

また、修正案が可決された後、次の附帯決議（案）が提案され、賛成多数により可決されました。

【決議第２号】議案第６号令和３年度延岡市一般会計補正予算に対する附帯決議の内容（抜粋）
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６月定例議会で決まったこと（6/8～6/25）
　６月定例会では、一般会計補正予算など23件のほか決議１件を可決し、１件の議案を修正可決しました。また、市
長から４件の報告を受けました。また、１件の決議を可決しました。
　一般質問では３日間で17名が登壇し、新型コロナウイルス感染症対策や施設管理などについて活発な議論が交わ
されました。

令和３年度延岡市一般会計補正予算（一次分）
令和３年度延岡市一般会計補正予算（二次分）
令和３年度延岡市水道事業会計補正予算
延岡市税条例等の一部改正
延岡市山村定住住宅条例の一部改正
延岡市国民健康保険税条例の一部改正
延岡市手数料条例の一部改正
延岡市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
延岡市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正
延岡市都市公園条例の一部改正
延岡市体育館条例の一部改正
延岡勤労者体育センター条例の一部改正
延岡市北方運動公園条例の一部改正
延岡市北浦運動公園条例の一部改正
延岡市北川運動公園条例の一部改正
藤の木辺地に係る総合整備計画の策定
松瀬辺地に係る総合整備計画の策定
専決処分の承認（令和３年度延岡市一般会計補正予算）
財産の取得（高規格救急自動車）
財産の取得（延岡城・内藤記念博物館収蔵棚）
市道の路線認定（１路線）
延岡市避難行動要支援者名簿に関する条例の制定
固定資産評価審査委員会委員の選任（甲斐　達也　氏）
　　　　　　　　　令和２年度延岡市繰越明許費繰越計算書の報告
　　　　　　　　　令和２年度延岡市水道事業会計予算繰越計算書の報告
　　　　　　　　　令和２年度延岡市下水道事業会計予算繰越計算書の報告
　　　　　　　　　専決処分の報告（物損事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定）
　　　　　　　　　議案第６号令和３年度延岡市一般会計補正予算に対する附帯決議
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５月臨時議会で決まったこと（5/6・5/7）
　５月臨時会では、専決処分の承認と４議案が審議されました。また、議長・副議長の選挙や各常任委員会委員、議会
運営委員会委員の選任のほか、専決処分の報告なども行われました。

延岡市固定資産評価審査委員会条例の一部改正
専決処分の承認（延岡市税条例の一部改正）
専決処分の承認（令和３年度延岡市一般会計補正予算）
監査委員の選任（上杉 泰洋 氏）
　　　　　　　　　専決処分の報告（負傷事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定）ほか１件
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故 河野仁生 氏を悼む
かわのきみお

　元市議会議員の河野仁生氏が、去る

６月21日、81歳でご逝去されました。河

野氏は、平成11年に北浦町議会議員に

初当選され、合併特例により、平成19年

まで延岡市議会議

員を務められまし

た。

　哀悼の意を表し、

謹んでご冥福をお

祈り申し上げます。

〇マイナンバーカードの普及・利活用について
〇津波避難施設整備の取り組みについて

〇地域ポイント制度の効果的運用について
〇空き家の利活用について

〇子育て支援施設の取り組みについて
〇学力向上のためのICT教育について
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各常任委員会の令和３年度所管事務調査テーマ
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◆主な議案の委員会審査報告･････３

主な掲載内容　
◆市政を問う！（一般質問）････････････４～６
◆令和３年度 延岡市議会の議会構成･･･････７
◆全国市議会議長会表彰、編集後記････････８　

※QRコードからも
　「録画配信」へつながります

テレビ放映
ラジオ放送
会議録検索システム
本会議録画映像インターネット配信

ケーブルメディアワイワイ　111ch
FMのべおか　88.6MHz

延岡市ホームページ ＞ 延岡市議会 ＞ 会議録検索

延岡市ホームページ ＞ 延岡市議会＞ 議会情報一覧「録画配信」

副  議  長
白　石　良　盛

議　　長
本　部　仁　俊
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。
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進
ん
で
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編
集　後

記

５月臨時議会において、新しい議長・副議長が就任しました

　５月の臨時議会におきまして、第58代議長に就任いたしました。コロナ禍
の影響は、まだまだ続き、就任早々、飲食業をはじめとする多くの市民の皆
様からの要望を受け、職責の重さを改めて感じ、身の引き締まる思いです。
　議長として、私のモットーである「笑顔あふれる延岡づくり」のために、議
会の活動や延岡の良さなど、大いに発信していきたいと思います。
　また、市民の皆様に一番近い存在（議会）として、意見や要望に真摯に耳を
傾けて信頼される議会の構築に努めてまいります。そして、公平公正な民主
的な議会運営に加え、発信力を強め、約２年後の市議会議員選挙に多くの市
民の方々が投票に足を運んでいただけることを目指します。今後とも、延岡
市の輝く未来のために取り組んで参りたいと思いますので、皆様のご指導、
ご鞭撻をお願い申し上げます。

　第97回全国市議会議長会において、多年にわたる
地方自治の進展に寄与した功績により、次の議員が
表彰を受けられました。
【15年表彰】 中城 あかね 議員
【10年表彰】 長友 幸子 議員、甲斐 正幸 議員
白石 良盛 議員、下田 英樹 議員、上杉 泰洋 議員
　６月定例会開会日に議場で、表彰状の伝達並び
に市長より感謝状の贈呈が行われた後、議長、市長
から、それぞれ祝辞が述べられ、受賞者を代表し、中
城議員より、謝辞が述べられました。

議長就任あいさつ

　この度、５月の臨時議会におきまして、副議長に就任いたしました。
　職責の重さに身の引き締まる思いであります。
　昨年から、未だ収束の見通しがつかないコロナ禍において、市民の皆様の
安心・安全な暮らしを取り戻すことが急務であり、必要なコロナ対策が早急
に実行できるように、行政と議会が同じ方向で進んでいくことが大事であ
ると考えます。この１年が正念場であり、重要な年です。
　副議長として、しっかり議長を補佐し、延岡市発展のため取り組んでまい
ります。今後とも、市民の皆様には、議会を注視いただき、様々なご意見を賜
りたいと思います。どうぞ、よろしくお願い申し上げます。

副議長就任あいさつ

全国市議会議長会表彰

５月臨時議会において、議会構成が変わりました。


